
 沖縄県辺野古崎に建設されようとしている新たな

米軍基地。新基地建設計画の受入・拒絶をめぐって

引き裂かれる住民たち。―この状況の何こそが問

題なのか、この状況におけるわたしたちの立ち位置

はどこにあるのか。これらのことについて納得のいく

答えを探すべく、わたしたちは学生５名・教員２名か

らなる調査班を結成し、当地へ聴き取りをしに出か

けました。３日間の調査実習と半年間延べ６０時間

に及ぶ事前・事後学習の成果を発表します。 
 

（参加無料・申込不要）

慶應義塾大学 ２００７年度 教員養成ＧＰ 「理想の教師への航海日誌〈教職ログブック〉」 
連続講座 「社会・他者との対話」 第５回 
 

沖縄現地調査班学習成果発表会 
 
 

２００８年３月１４日（金） １５時００分～１７時００分 
慶應義塾大学三田キャンパス 大学院棟３１１番教室 
 

 
 

 
ＪＲ山手線・京浜東北線「田町駅」下車、都営地下鉄浅

草線・三田線「三田駅」下車、都営地下鉄大江戸線「赤

羽橋駅」下車、いずれも徒歩７～８分 
〈主催・問合せ〉 慶應義塾大学教職課程センター 

ＴＥＬ．０３－５４２７－１６１８ 
※ 車椅子等で御来場される場合は、予め御連絡い

ただければ係の者が構内を案内いたします。 
 

http://www.ttc.keio.ac.jp/ 
 




